
【教育庁】採点補助システムによる業務の効率化

• R5年４月より県立中学校と県立高校に採点補助システムを導入

ＤＸ推進の背景・課題

• 採点業務は超過勤務の原因の１
つとされている。

• 採点業務に多くの時間を割かれ、
他の業務への負担となっている。

• 考査後の学習指導に生かせる
データを作成する時間がない。

取組内容

 採点補助システムの導入による負担軽減
・記号問題はAIにより自動採点される。
・記述問題も複数生徒の答案を１画面で採点できる
ため、効率的かつ正確な採点が可能になる。

・合計点だけでなく、観点別得点集計も自動的に
行われる。

 客観的データの活用による指導や学習の改善
・設問ごとの正答率が自動集計される。
・採点データは、教師の振り返りにつながり、
事後の学習指導に生かせる。

・生徒への返却資料にも設問ごとの正答率等の
データが載っているため、学びの振り返りに
つながる。

これまでの成果
期待される効果

• 採点業務の効率化による教員の働き方改革の推進と、採点データを活用した指導と学びの振り
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• 採点業務に掛かる時間の5割程度の削減
• 採点業務の負担軽減により、教員の働き方改革を実現
• 自動集計されるデータによる、教員の指導の振り返り、生徒の学びの振り返りの深化

事業の
概要

実施期間：Ｒ５年度～


